演劇実施要項
１．日時　　　９月７日（日）　　
２．会場　　　サンエールかごしま
３．目的
地域社会の特徴を生かし、郷土社会に直結したもので、演劇を通じて青年の人間形成に役立て、社会文化の向上を目指す。
４．脚本等著作物の使用
脚本は創作、既成脚本のどちらでもよい。ただし上演にあたり脚本、美術、音楽等において著作権を有する著作物を使用するときは、必ず著作権者、出版社等より使用許諾を受けることとし、脚本において、既成脚本、または出版物の中の原作を脚色した場合は、その作者名、出典先を必ず明示すること。
５．出演時間
搬入・飾りつけ・撤去の時間を合わせて合計６０分以内とする（時間厳守）。
６．出演者
県内の青年で編成する。人員の制限はない。
７．参加資格
（１）昭和５４年４月１日以降に出生した青年を半数以上とする。
（２）平成２６年からひきつづき該当市町村団に所属する者。
（３）地域で活動する青年を参加対象とする。
（４）児童をのぞく昭和５４年４月１日以降に出生した出演者のうち、学生が３分の１とする。
（５）２００９(平成２１)年１０月１日～２０１４(平成２６)年９月３０日において、国内外で職業競技者(演技者・技術者)としての活動実績を有する者は大会に参加できない。

（６）無資格者が出演したことが発見された時は、チーム全体を失格とする。
８．参加申し込み

申し込みにあたっては出演者およびスタッフ名簿、脚本名、舞台装置図、大道具、小道具および上演時間、準備・撤去時間を明記のうえ申し込むこと。
なお、同時に審査員閲覧用として脚本５部のほか、舞台装置（道具帳・平面図）・照明プランを各２部提出すること。

９．装置
（１）簡素にしてしかも舞台の効果を生かしたものが望ましい。大道具・小道具は上演チームにおいて用意すること。
（２）舞台の諸道具の輸送については、後日、大会事務局より詳細を連絡するので必ず指示どおり輸送すること。
10．注意事項
　　上演中のフラッシュ撮影は禁止する。
11．審査事項
（１）青年演劇としてのねらいがよく生かされていること。
（２）装置・照明等は最も簡素にして、しかも創意工夫に優れているものであること。
（３）その他諸規定がよく守られていること。
12．出演にあたって
（１）出演上の連絡事項
① 舞台装置の後始末について
舞台装置は、大会終了後、各チームが責任をもって処置すること。あらかじめ後始末のために運送などの手配をしておくこと。会場等に放置しないこと。
② 舞台照明の打合せについては、リハーサル時に行う。なお、このリハーサルでは、舞台装置、照明、効果等取り扱いについての打合せを専門スタッフと行う場でもあるので必ず出席すること。
（２）出演上の注意事項
① 舞台上への装置搬入・搬出についてはリハーサル時に決定する。
② メーキャップは指定出演順に使用すること。
③ 楽屋には貴重品を置かないように注意し、私物の荷物には管理者をつけること。
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